
地域子ども・子育て支援事業 事業調書                 （№ ） 

本市事業名 病児・病後児保育 

地域子ども・子育て支

援事業の種類 
病児保育事業 

 

１ 事業の趣旨・目的 

  病気中（病児）・病気回復期（病後児）にあり，集団保育が困難な児童を一時的に保育するこ

とにより，保護者の子育てと就労の両立を支援するとともに，児童の福祉の向上を図る。 

 

２ 事業概要 

 ⑴ 事業概要 

   事業の実施主体を京都市として，適切に事業運営が確保できると認められる医療法人等に

事業を委託して実施。 

 

 ⑵ 実施主体等 

実施主体 実施方法 該当する 

ものに○ 

京都市 直接実施  

委託 ○ 

その他 補助  

 

 ⑶ 対象者 

   市内に居住する０歳児から概ね１０歳未満の児童 

   病気中，病気回復期の，集団保育等が困難な児童 

   保護者の勤務等の都合により，家庭での育児が困難な児童 

 

 ⑷ 実施場所・箇所数 

  ※平成２６年３月１日時点 

 

 ⑸ 実施日・実施時間 

   月曜日から金曜日（祝祭日・年末年始を除く）の午前８時から午後６時まで 

  施設名称 所在地 

病児・病後児 

足立病院病児保育園こだち 中京区東洞院通二条下る 

洛和若草保育園 山科区音羽草田町 58-1ウイントップビル 2,3,5階 

病児託児所ひまわり 西京区桂御所町１番地（三菱京都病院内） 

病後児 

京都博愛会保育園 北区上賀茂ケシ山 1 

武田病院保育室 下京区油小路下魚ノ棚下ル油小路 287-1 

武田総合病院保育室 伏見区石田森東町 30-1 

資料２－３ 

(第２回幼児教育・保育部会資料) 

 



 

 ⑹ 利用方法 

   事前に実施施設に利用申請を行い，実施施設に利用料を支払う。 

 

３ 事業実施実績 

 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 

施設数 5 5 5 6 6 6 

年間延べ利用件数 714 571 666 1,469 2,724 2,977 

  ※平成２５年度は９月末現在を平年度化 

 

４ 教育・保育提供区域（案） 

  実施施設については，事業内容の専門性，特殊性から，実施可能施設が限定される一方，広

域的に提供する必要があることから，提供区域を全市（第一次区域）とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 量の見込み（案） 

 ⑴ 子育て支援に関する市民ニーズ調査結果からの病児・病後児保育事業の利用者数の推計 

 ニーズ調査回答者数  

利用が見込ま

れる割合 

 

 

 

 

④ 

 

潜在的な病

児・病後児保

育事業利用者 

 

③×④ 

 病児・病後児保

育事業利用希

望者 

 

 

① 

  

①のうち利用を希望

していたのに実際に

利用しなかった理由

として，「自宅や職場

の近くに事業実施施

設がない」を選択し

ている者 

 

② 

 

②のうち子どもを

預かってもらえる

祖父母，友人・知人

がいない者 

 

③ 

小学校入

学前児童 
５５４人 １９０人 １３５人 ６５．０％ ８８人 

小学生 

児童 
１７６人 ４７人 ３０人 ４７．６％ １４人 

合計 ７３０人 ２３７人 １６５人 － １０２人 

※ 利用が見込まれる割合：病児・病後児保育事業を利用したかった日数のうち，父母のいずれ

もが休めなかった日数の割合（ニーズ調査） 

 

＜病児・病後児保育事業の利用見込者数の推計＞ 

 ニーズ調査の病

児・病後児保育事

業利用者 

① 

潜在的な病児・病後

児保育事業利用者 

 

② 

病児・病後児保育

事業の利用見込者 

(①＋②) 

③ 

 

増加幅 

(③÷①) 

小学校入

学前児童 
６９人 ８８人 １５７人 － 

小学生 

児童 
９人 １４人 ２３人 － 

合計 ７８人 １０２人 １８０人 ２．３倍 

 

 

 

 

 

 

 



 ⑵ 年度ごとの利用者数の見込み 

   平成２５年度の利用児童数見込（２，９７７人）から，上記⑴で推計した増加幅（２．３

倍）を乗じて平成３１年度の利用児童数を６，８４７人と見込み，同年度の利用率は０．０

３５％と算出される。 

   平成２６年度から平成３０年度については，利用率が各年度同率で１．１５２ずつ伸びる

ものと見込む。 

   そのうえで，各年度ごとに，小学校就学前児童数に利用率を乗じて利用児童数を見込み，

次の表の網掛け部分を見込み量とする。 

 

  25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 31 年度 

小学校就学前児童数…a 66,791 66,721 66,471  66,220  65,844  65,401  65,246  

利用児童数（延べ）…b 2,977 3,403 3,988 4,569 5,136 5,886 6,847 

利用率（b/（a×300）） 0.015% 0.017% 0.020% 0.023% 0.026% 0.030% 0.035% 

    

 

 


